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１．那珂川の概要
２．今次出水の概要（令和元年台風第19号）
３．那珂川右岸28.6k
４．那珂川左岸40.0K
５．那珂川右岸41.2K

那珂川まとめ
６．久慈川の概要
７．今次出水の概要（令和元年台風第19号）
８．久慈川左岸25.5K
９．久慈川左岸27.0K
１０．久慈川右岸25.5K
１１．久慈川左岸34.0k（県管理）

久慈川まとめ
１２．浅川の概要
１３．今次出水の概要（令和元年台風第19号）
１４．浅川右岸0.6K （県管理）
１５．浅川右岸1.5K （県管理）

浅川まとめ

資料構成

個別被災箇所の資料構成は以下の通りで
ある。

(1)決壊箇所の状況
・航空写真
・河道の変遷
・落堀の状況

(2)越水に対する被災メカニズムの分析
・氾濫流の状況
・被災後の堤防状況

(3)浸透に対する被災メカニズムの分析
・噴砂の有無
・堤体の土質
・基礎地盤の土質
・浸透に対する安全性評価

（那珂川28.6kのみ）
(4)侵食に対する被災メカニズムの分析

・侵食の有無

※委員会開催時資料の誤植等を一部修正
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１．那珂川の概要
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関東地方整備局１．（１）那珂川流域の概要

那珂川は、那須岳（標⾼1,917m）を源に、栃⽊県北部、茨城県中央部を流下し、太平洋に注ぐ⼀級河川。
下流部には茨城県の県庁所在地である⽔⼾市があり、市街地が形成。
沿川には、東北⾃動⾞道、ＪＲ東北新幹線、ＪＲ東北本線、国道4号、常磐⾃動⾞道、ＪＲ⽔郡線、国道6号、ＪＲ常磐線等の基幹交

通が整備。
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上流部には多くの河川による扇状地が重なり、下流部には河岸段丘が発達している。
中流部には狭窄部が形成され、狭窄部上流は洪⽔が湛⽔しやすい地形になっている。
那珂川流域における年平均降⽔量は全国平均に較べてやや少ない。

・流域内の年平均降水量は約1,500mmであり、全国平均(約1,700mm)よりやや少ない。
・南東に開けている斜面で雷雨が発生しやすい。上流部では夏期の降水量が多い。

那珂川流域の月別平均既往・平均降水量

・下流部感潮区間においては緩勾配（ 1/7,000～1/4,000）であり、その上流
は急勾配（ 1/700～1/300 以上）となっている。

上流部

中流部

源流区間

扇状地区間

丘陵区間

狭隘区間

台地・段丘区間

自然堤防
区間

下流部

・水源である那須岳周辺には、第四紀の火山性堆積物が広く分布している。
・中流部は八溝山、鷲子山、鶏足山と続く八溝山地に古生代の堆積岩が分布している。
・下流部の台地上には関東ローム層が厚く堆積している。

地形特性

降雨特性

河川勾配

上流部 1/10~1/300 中流部 1/300~1/700 下流部 1/4,000~1/7,000

上流部【源流～箒川合流点（85.5k）】

多くの河川による扇状地が重なり、一部の
河川は伏流し水無川となっている

中流部【箒川合流点～城里町上泉地先（27.5k）】

狭窄部が形成され、上流では洪水時に湛水しや
すい

下流部【城里町上泉地先～河口】
河岸段丘が発達
河床の勾配が緩く、低平地

野口

湊大橋

小口

１．（１）那珂川流域の概要
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２．今次出水の概要（令和元年台風第19号）
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＜台風＞ 台風第19号は10月12日19時前に大型で強い勢力で伊豆半島に上陸した後、
関東地方を通過し、 10月13日未明に東北地方の東海上に抜けた。

＜大雨＞ 台風本体の発達した雨雲や台風周辺の湿った空気の影響で、静岡県や関
東甲信地方、東北地方を中心に広い範囲で記録的な大雨となった。 10月10日からの
総雨量は神奈川県箱根町で1000ミリに達し、関東甲信地方と静岡県の17地点で500ミ
リを超えた。この記録的な大雨により、 10月12日15時30分に静岡県、神奈川県、東京
都、埼玉県、群馬県、山梨県、長野県の7都県に、 10月12日19時50分に茨城県、栃木
県、新潟県、福島県、宮城県の5県、 10月13日0時40分に岩手県に特別警報を発表し
た。

＜暴風・高波＞ 東京都羽田空港では観測史上1位の値を超える最大風速34.8メートル
を観測するなど、伊豆諸島を含む東京都の4か所で最大風速30メートルを超える猛烈
な風を観測したほか、東日本から北日本にかけての広い範囲で非常に強い風を観測
した。また、石廊崎で13メートルを超える波高を観測するなど猛烈なしけとなった。

＜高潮＞ 静岡県や神奈川県、伊豆諸島では、過去最高潮位を超える記録的な高潮を
観測した。

天気図（上陸直前）

10⽉12⽇18時

気象レーダー（上陸時）

10⽉12⽇19時 9⽇9時 ⼤型 猛烈な
915hPa 55m/s

9⽇21時 ⼤型 猛烈な
915hPa 55m/s

12⽇9時 ⼤型 ⾮常に強い
945hPa 45m/s11⽇21時 ⼤型 ⾮常に強い

935hPa 45m/s

11⽇9時 ⼤型 ⾮常に強い
935hPa 50m/s
10⽇21時 ⼤型 ⾮常に強い
920hPa 50m/s

10⽇9時 ⼤型 猛烈な
915hPa 55m/s

12⽇18時 ⼤型 強い
955hPa 40m/s

12⽇21時 ⼤型 強い
960hPa 40m/s

13⽇3時 ⼤型
970hPa 30m/s

10⽉12⽇19時前
伊⾖半島に上陸

台⾵経路図

⼤⾬特別警報の発表時間・解除時間

都道府県 特別警報発表時刻 特別警報解除時刻

静岡県 12日 15時30分 12日 22時20分

神奈川県 12日 15時30分 13日 00時20分

東京都 12日 15時30分 12日 23時55分

埼玉県 12日 15時30分 13日 00時40分

群馬県 12日 15時30分 13日 00時10分

山梨県 12日 15時30分 12日 23時01分

長野県 12日 15時30分 13日 03時20分

茨城県 12日 19時50分 13日 02時20分

栃木県 12日 19時50分 13日 02時20分

新潟県 12日 19時50分 13日 03時20分

福島県 12日 19時50分 13日 04時00分

宮城県 12日 19時50分 13日 05時45分

岩手県 13日 00時40分 13日 08時40分

２．（１）気象概況

6気象庁提供資料より作成
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２．（２）降雨の概要

気象庁「台⾵第19号による⼤⾬、暴⾵等」、
東京管区気象台「令和元年台⾵第19号に関する気象速報」より抜粋

解析雨量積算図（96時間）
10月10日00時～13日24時

単位：ミリ

□ ＜ 0.0
0.0 ＜ ■ ＜ 50.0

50.0 ≦ ■ ＜ 100.0
100.0 ≦ ■ ＜ 200.0
200.0 ≦ ■ ＜ 300.0
300.0 ≦ ■ ＜ 400.0 
400.0 ≦ ■ ＜ 500.0
500.0 ≦ ■ ＜ 600.0
600.0 ≦ ■ ＜ 800.0
800.0 ≦ ■ ＜ 1000.0

1000.0 ≦ ■

●解析雨量※（令和元年10月10日00時～13日24時の96時間積算）

※解析雨量とは、気象レーダーとアメダス等の地上の雨量計により観測されたデータを組み合
わせ、1km四方ごとに過去1時間雨量を解析したもの
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等雨量線図雨量期間

（10月10日20:00～10月12日24:00）
レーダ雨量図

：日雨量 （H10.8洪水）

：日雨量 （今回洪水）

：2日雨量 （ H10.8洪水）

：2日雨量 （今回洪水）

観測所名 河川名 観測開始年

下塩原 箒川 昭和47年から観測

黒田原 余笹川 昭和26年から観測

矢板 内川 昭和29年から観測

鷲子 緒川 昭和32年から観測

水戸 那珂川 昭和35年から観測

徳蔵 藤井川 昭和40年から観測

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。

10月12日
16:00 10月12日

18:00

10月12日 20:00 10月12日 22:00

那珂川流域

等雨量曲線
（mm）

出典：気象庁提供資料
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 関東地⽅では、⼤型で⾮常に強い台⾵第19号の接近による多量の⽔蒸気の流れ込みと、局地的な前線の強化及び地形の効果などによる持
続的な上昇流の形成、台⾵中⼼付近の⾬雲の通過により、記録的な⼤⾬となった。

２．（３）流域内の降雨の状況



国土交通省
関東地方整備局２． （４）水位の状況

×：決壊

凡例

下絵：
治水地形分類図
（国土地理院 更新版
1/25000より作成）

左岸40.0k
野口地先

右岸41.2k
下伊勢畑地先

右岸28.6k
下江戸地先

那珂川

下国井（19.7km）

野口（38.3km）

9

雨量：烏山観測所

雨量：烏山観測所

水位グラフ：
水文・水質データベース
（10/18現在暫定値）により作成

HWL 

堤防高11.050m
（右岸19.5k）

※10/13 7:00以降は欠測

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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：越水、溢水箇所
：決壊箇所

那L73.5k

那L68.3k

那R61.5k
那L60.0k

那R51.6k 那R41.2k

那L40.0k

那R28.6k

那L6.0k

那L19.5k

凡例

２．（５）被災の状況

決壊箇所の延長は現地調査の結
果に基づく。その他被災箇所につ
いては令和元年台風第19号による
被害状況等について（第44報）をも
とに作成



国土交通省
関東地方整備局２．（６）被災箇所の治水地形

治水地形分類図（国土地理院 更新版2万5000分の1より作成）

 決壊箇所した箇所の治⽔地形分類は、右岸28.6k下江⼾地先は旧河道、左岸40.0k野⼝地先は氾濫原、右岸41.2k下伊勢畑地
先は氾濫原に分類される。
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那R61.5k 那L60.0k

那R51.6k

那L73.5k

那L68.3k

那R41.2k

那L40.0k

那R28.6k

那L6.0k

那L19.5k

：越水、溢水箇所
：決壊箇所

凡例

決壊箇所の延長は現
地調査の結果に基づく。
その他被災箇所につ
いては令和元年台風
第19号による被害状
況等について（第44
報）をもとに作成
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３．那珂川右岸28.6k
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３．（１）決壊箇所の状況（航空写真）

 決壊箇所は約250mにわたって決壊している。

決壊前（2012）
決壊後（10/17撮影）

出典：google map
（要さし変え）

出典：国土地理院撮影の航空写真（2012年撮影）
出典：国土地理院撮影の航空写真
（令和元年台風19号 久慈川地区 R1/10/17撮影）

決壊後（2019/10/17）
越水状況

決壊後の状況

R1/10/13撮影

R1/10/13撮影

（那珂川右岸28.6k）

約250m
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決壊箇所

1979年

決壊箇所

2012年

決壊箇所

1905年

３．（１）決壊箇所の状況（河道の変遷）

2019年

決壊箇所

右岸28.6k右岸28.6k右岸28.6k

右岸26.85k 右岸28.6k

出典：国土地理院の旧版地形図1/50000掲載（水戸） 出典：国土地理院の電子地形図1/25000を掲載

出典：国土地理院撮影の航空写真（1980年撮影） 出典：国土地理院撮影の航空写真（2012年撮影）

出典：国土地理院の旧版地形図1/25000掲載（石塚）

決壊箇所

1980年

決壊箇所

1947年

出典：米軍の航空写真（1947年撮影）

那珂川→

 堤防の位置は、1940年代では河道だったが、1979年では堤防が整備されている。
 右岸28.6k付近の河道は、1979年以降現在に至るまで位置や川幅に大きな変化はない。

右岸28.6k右岸28.6k

（那珂川右岸28.6k）
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 決壊区間の天端直下で、落堀が形成されている。
 落堀の深さは川表法面直下で最大約2.3m。

15

R1/10/15撮影

３．（１）決壊箇所の状況（落堀の状況）
（那珂川右岸28.6k）

最大約2.3m

川表 川裏

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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10.000

12.000

14.000

16.000

18.000

20.000

22.000

27.0 27.5 28.0 28.5 29.0 29.5 30.0

標
⾼
（
T.
P.
）

距離標（KP）

那珂川 右岸

計画⾼⽔位 現況堤防⾼ 痕跡⽔位

決壊箇所

●30.0k

●28.5k ●28.0k

●30.5k

●29.0k

●31.0k

●29.5k
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 那珂川右岸28.6kの決壊によって氾濫が発生。
 氾濫流は堤内地へ拡大。

（那珂川右岸28.6k）

出典：防災科学研究所クライシスレスポンスサイト

氾濫流の推定
出典：国土地理院の電子地形図1/25000を掲載

決壊箇所

氾濫流の様子（10/13撮影、衛星画像） 氾濫原の地形（標高）

出典：国土地理院地図撮影の航空写真（2004年以降撮影）

氾濫流
の拡大

決壊箇所

●30.0k

●28.5k ●28.0k

●30.5k

●29.0k

●31.0k

●29.5k

決壊箇所

●30.0k

●28.5k ●28.0k

●30.5k

●29.0k

●31.0k

●29.5k

３．（２）越水に対する被災メカニズムの分析（氾濫流の状況）

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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３．（２）越水に対する被災メカニズムの分析（被災後の堤防状況）

決壊箇所

①

①

②

 堤防天端に越⽔による漂流物が残存している（①）
 決壊前に、川表側から川裏側へ越⽔が確認されている（②）

①天端に漂流物が残存している。

②越水状況R1/10/13撮影

①

R1/10/16撮影

②

R1/10/15撮影

（那珂川右岸28.6k）
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航空写真（斜め写真R1/10/15撮影）

那珂川 ①堤防川裏法尻状況
（決壊区間上流より）
（R1/10/16撮影）

①

②

③

②堤防川裏法尻状況
（決壊区間下流より）
（R1/10/16撮影）

③堤防川裏法尻状況
（決壊区間下流より）
（R1/10/16撮影）

 決壊区間の上下流の川裏および決壊区間内残存部法尻付近は、噴砂や漏水痕は確認できない。

３．（３）浸透に対する被災メカニズムの分析（噴砂の有無）

（那珂川右岸28.6k）
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

Bg中央

Bg川表

Bg川裏

粒度組成

那珂川右岸28.65k(下流端部)

礫質土

砂質土

粘性土
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決壊区間端部－粒度試験結果
上流端部 下流端部

堤体は礫質土で構成され、砂は細砂～中砂を主体。

○：試料採取位置

川表側川裏側

決壊区間上流端部－観察結果

決壊区間下流端部－観察結果

○：試料採取位置

川裏側川表側

令和元年10月16日撮影

令和元年10月16日撮影

約1.7m

約4.8m
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那珂川右岸28.65k付近(上流端部)
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那珂川右岸28.65k(下流端部)

Bg中央

Bg川表

Bg川裏

決壊区間上流側－推定地質断面図(詳細点検28.8k)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Bg

粒度組成

那珂川右岸28.65k(上流端部)

礫質土

砂質土

粘性土

３．（３）浸透に対する被災メカニズムの分析（堤体の土質）

（那珂川右岸28.6k）

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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【下流側】

27.5k28.0k28.5k29.0k

標高
（T.P. m）

0.0

10.0

20.0

30.0

決壊区間

【上流側】 那珂川 →

那珂川 →

決壊区間平面図

推定地質縦断図（那珂川右岸堤防）

推定地質縦断図（サウンディング結果）

【下流側】【上流側】

川表側

川裏側

Bg
As

Ag

Ag

As Bg

Bs

Ac
Dc

Dc

As1
Ag

Ac1

Bs

３．（３）浸透に対する被災メカニズムの分析（基礎地盤の土質）

（那珂川右岸28.6k）
堤防縦断方向の基礎地盤は礫質土層の表層に砂質土と粘性土が分布する。

Ag2

N値

Ds

N値
N値

Ds

Ac1

NR28.00k
T.P.+17.866m
Dep.=14.45m

NR28.80
T.P.+16.76m
Dep.=18.45m

NR28.50k
T.P.+12.55m
Dep.=27.41m

決壊区間

Ａ

Ａ’

B
B’ A-A’断面

Ｂ-Ｂ’断面

凡例
【既往調査】
●：既往ボーリング
▲：サウンディング試験
【今回調査】
○：ボーリング

△：スウェーデン式サウ
ンディング試験
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21決壊区間 推定地質断面図（横断図）

那珂川 →

凡例
【既往調査】
●：既往ボーリング
▲：サウンディング試験
【今回調査】
○：ボーリング
△：スウェーデン式サウンディング試験

調査地点平面図

川表側 川裏側

３．（３）浸透に対する被災メカニズムの分析（基礎地盤の土質）

（那珂川右岸28.6k）
堤防横断方向の基礎地盤は礫質土層の川表側表層に砂質土、川裏側表層に粘性土層が分布する。

C-C’断面

C

C’
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川表 川裏 鉛直 水平

Fs Fs iv ih

①天端到達時 10/13 03:00 - 1.947 0.082 0.102

②越水終了時 10/13 05:00 - 1.534 0.254 0.378

③水位低下時 10/13 15:00 1.657 - - -

Fs≧1.0 Fs≧1.452 iv＜0.5 iv＜0.5

：SAFE ：OUT

河川水位 時刻

基準値

パイピング破壊すべり破壊
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 検討断⾯：決壊箇所の断⾯（断⾯調査時測量）に現地⼟質構成を記載
 ⼟質定数：既往資料に今回試験値（決壊断⾯の粒度試験まで）を反映して設定
 検討外⼒：今次出⽔の降⾬、⽔位ハイドロにより設定（⽔位は観測地点の流量から28.5kのHQ式を⽤いて設定、

最⾼⽔位は堤防天端⾼とした）

地盤モデル

照査結果

γt k c φ

(kN/m
3
) (cm/s) (kN/m

2
) (°)

堤体 Bg 礫質土 20.0 4.10E-2 1.0 37.0 詳細点検Bs2を準用

Ac 粘性土 17.0 1.00E-5 24.0 0.0 H10地質調査

As 砂質土 19.0 2.90E-3 0.0 26.0

Ag 粘性土 20.0 1.40E+0 0.0 36.0

Dc 粘性土 16.0 3.50E-7 70.0 0.0

※赤字は今回試験値

※青字は既往資料に基づく設定値

※黒字は詳細点検(那珂川右岸28.8k)の設定値

単位体積
重量

土層 設定根拠

基礎
地盤

粘着力
内部

摩擦角
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那珂川右岸28.6k

時間雨量

河川水位

R28.5k痕跡水位(T.P.+17.23m)

堤防天端高(T.P.+16.95m)

計画高水位(T.P.+16.337m)

10
/
11

10
/
12

10
/
13

10
/
14

10
/
15

②越水終了時

①
↓
②
↓

③
↓

３．（３）浸透に対する被災メカニズムの分析（浸透に対する安全性評価）

（那珂川右岸28.6k）

Fs=1.534

検討断面（決壊箇所 那珂川右岸28.6k）

今次出⽔における浸透に対する安全性評価の結果、すべり、パイピングともに照査基準値を満⾜する。

外力条件（台風19号）

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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航空写真（斜め写真R1/10/15撮影）

 決壊区間の上下流とも川表法⾯の侵⾷の痕跡は確認できない（①〜③）。
 ⾼⽔敷上の侵⾷の痕跡は確認できない（航空写真）。
 ⾼⽔敷上の植⽣は倒伏しているが、流失していない（航空写真） 。

那珂川

①堤防川表法面状況
（決壊区間上流より）
（R1/10/16撮影）

①

②

③

②堤防川表法面状況
（決壊区間下流より）
（R1/10/16撮影）

③堤防川表法面状況
（決壊区間下流より）
（R1/10/16撮影）

３．（４）侵食に対する被災メカニズムの分析（侵食の有無）

（那珂川右岸28.6k）
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４．那珂川左岸40.0k
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４．（１）決壊箇所の状況（航空写真）

 決壊箇所は約200mにわたって決壊している。

決壊前（2013）

出典：国土地理院撮影の航空写真（2013年撮影）

斜め写真（R1/10/15撮影）

決壊後（2019/10/15）

決壊後の状況

（那珂川左岸40.0k）

約200m

R1/10/13撮影
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決壊箇所

2013年

決壊箇所

2019年

決壊箇所

1975年

決壊箇所

1979年

決壊箇所

1947年

決壊箇所

1905年

左岸40.0k 左岸40.0k 左岸40.0k

左岸40.0k 左岸40.0k

出典：国土地理院の旧版地形図1/50000掲載（大宮） 出典：国土地理院の旧版地形図1/50000掲載（常陸大宮） 出典：国土地理院の電子地形図1/25000を掲載

出典：国土地理院撮影の航空写真（1975年撮影） 出典：国土地理院撮影の航空写真（2013年撮影）26出典：米軍の航空写真（1947年撮影）

左岸40.0k

那珂川→那珂川→那珂川→

那珂川→

那珂川→ 那珂川→

 左岸40.0k付近は、1905年では堤防がなく、1947年では、堤防が整備されている（形状不明瞭）。
 左岸40.0k付近の河道の位置は、1947年以降現在に⾄るまで⼤きな変化はない。

４．（１）決壊箇所の状況（河道の変遷）
（那珂川左岸40.0k）
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決壊区間の2箇所で落堀が形成されている。
落堀の深さは、下流側は川裏法尻付近で最大約3.8m、上流側は天端直下で最大約6.2m。

27

R1/10/15撮影

川表川裏

川表法肩

川表川裏

川表法肩

最大6.2m

最大3.8m

T.P.=20.00

４．（１）決壊箇所の状況（落堀の状況）
（那珂川左岸40.0k）

T.P.=20.00

①落堀の状況

①

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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25.000

27.000

29.000

31.000

33.000

35.000

37.000

39.000

41.000

38.0 39.0 40.0 41.0 42.0

標
⾼
（
T.
P.
）

距離標（KP）

那珂川 左岸

計画⾼⽔位 現況堤防⾼ 痕跡⽔位

決壊箇所

●40.0k

●40.5k

●38.5k

●41.0k
●41.5k

●42.0k
●42.5k

●39.5k

●39.0k

●42.5k
●42.0k ●41.5k ●41.0k

●40.5k

●40.0k

●39.5k
●39.0k

●38.5k

決壊箇所

●40.0k

●40.5k

●38.5k

●41.0k
●41.5k

●42.0k
●42.5k

●39.5k

●39.0k

●42.5k ●42.0k ●41.5k ●41.0k

●40.5k

●40.0k

●39.5k

●39.0k

●38.5k
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 左岸40.0kの決壊による氾濫が発生。
 氾濫流は堤内地を流下。

（那珂川左岸40.0k）

出典：防災科学研究所クライシスレスポンスサイト

氾濫流の推定

出典：国土地理院の電子地形図1/25000を掲載

決壊箇所

氾濫流の様子（10/13撮影、衛星画像） 氾濫原の地形（標高）
出典：国土地理院地図撮影の航空写真（2004年以降撮影）

●27.5k

決壊箇所

●40.0k

●40.5k

●38.5k

●41.0k
●41.5k

●42.0k
●42.5k

●39.5k

●39.0k

●42.5k ●42.0k ●41.5k ●41.0k

●40.5k

●40.0k

●39.5k

●39.0k

●38.5k

氾濫流
の流下

左岸40.0k付近の天端に残る痕跡（砂）

４．（２）越水に対する被災メカニズムの分析（氾濫流の状況）

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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決壊箇所

①川裏部が侵食されている。

②川裏側法面植生は川裏側に倒伏してい
る。

③天端に越水による漂流物（流木）が残存
している。R1/10/15撮影

 越水によると推定される川裏部の侵食が見られる（①）。
 また、堤防裏法面の植生は川裏側に倒伏している（②）、天端には越水による流木等の漂流物が残存している（③）。

R1/10/15撮影

R1/10/15撮影

R1/10/15撮影

③

① ②

① ②

③

漂流物

R1/11/9撮影

那珂川

４．（２）越水に対する被災メカニズムの分析（被災後の堤防状況）

（那珂川左岸40.0k）
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 決壊区間の下流の川裏および決壊区間内残存部法尻付近は、噴砂や漏⽔痕は確認できない（①）。
 決壊区間の上流の川裏法尻付近は、噴砂や漏⽔痕は確認できない（決壊区間の上流直近は河川⽔による砂・砂礫の堆積あり）

（②③）。

航空写真（斜め写真R1/10/15撮影）

①堤防川裏法尻状況
（決壊区間下流より）
（R1/10/15撮影）

①

②

③

②堤防川裏法尻状況
（決壊区間上流より）
（R1/10/15撮影）

③堤防川裏法尻状況
（決壊区間上流より）
（R1/10/15撮影）

那珂川

４．（３）浸透に対する被災メカニズムの分析（噴砂の有無）

（那珂川左岸40.0k）
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0% 20% 40% 60% 80% 100%
粒度組成

那珂川左岸40.0k(下流端部)

礫質土

砂質土

粘性土
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○：試料採取位置

川裏側川表側

決壊区間上流端部－観察結果

決壊区間下流端部－観察結果

○：試料採取位置

川表側川裏側

令和元年10月15日撮影

令和元年10月15日撮影

約1.2m

約1.3m
決壊区間端部－粒度試験結果

上流端部 下流端部
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那珂川左岸40.0k(上流端部)
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粘性土
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那珂川左岸40.0k(下流端部)

試験なし

試験なし

堤体は砂質土で構成される。下流側は川裏側に礫質土が腹付けされている。

４．（３）浸透に対する被災メカニズムの分析（堤体の土質）

（那珂川左岸40.0k）

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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推定地質縦断図（サウンディング結果）

32

【下流側】
標高

（T.P. m）

0.0

10.0

20.0

30.0

決壊区間

決壊区間平面図

40.0

42.0k 41.5k 41.0k 40.5k 40.0k 39.5k

凡例
【既往調査】
●：既往ボーリング
▲：スウェーデン式サウンディング試験
【今回調査】
○：ボーリング
△：スウェーデン式サウンディング試験

推定地質縦断図（那珂川左岸堤防）

【下流側】【上流側】

川裏側

川表側

As1

Dg

Tr

Ag1

As

Dg

Bc

Bc

As

Dg

４．（３）浸透に対する被災メカニズムの分析（基礎地盤の土質）

（那珂川左岸40.0k）堤防縦断方向の基礎地盤は礫質土層の表層に砂質土が分布する。

Dg

Dg
Tr

N値

N値

NL40.77‐2
T.P.+28.67m
Dep.=12.02m

NL40.08
T.P.+28.72m
Dep.=10.52m

決壊区間
那珂川 →NL41.00

T.P.+34.850m
Dep.=28.35m

NL41.12
T.P.+28.05m
Dep.=5.00m

NL41.44‐2
T.P.+33.30m
Dep.=22.19m

NL41.78
T.P.+29.60m
Dep.=10.45m【上流側】

Ａ

Ａ’

B

B’

A-A’断面

Ｂ-Ｂ’断面
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４．（３）浸透に対する被災メカニズム（浸透に対する安全性評価）

計算中（解析結果は、第3回資料に反映予定）

（那珂川左岸40.0k）
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航空写真（斜め写真R1/10/15撮影）

 決壊区間の上下流とも川表に護岸ブロックが敷設されており、法⾯の侵⾷の痕跡は確認できない（①〜③）。
 ⾼⽔敷上の侵⾷の痕跡は確認できない（航空写真）。
 ⽔害防備林の⼀部は倒伏している（航空写真）。

①堤防川表法面状況
（決壊区間下流より）
（R1/10/15撮影）

①

②

③ ②堤防川表法面状況
（決壊区間残存部）
（R1/10/15撮影）

③堤防川表法面状況
（決壊区間上流より）
（R1/10/15撮影）

那珂川

４．（４）侵食に対する被災メカニズムの分析（侵食の有無）

（那珂川左岸40.0k）

←防備林の倒伏

←防備林の倒伏



国土交通省
関東地方整備局

５．那珂川右岸41.2k
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５．（１）決壊箇所の状況（航空写真）

 決壊箇所は約250mにわたって決壊している。

決壊前（2013）

出典：国土地理院撮影の航空写真（2013年撮影）

決壊後（2019/10/17）

斜め写真（R1/10/15撮影）

決壊後（2019/10/15）

那珂川→
那珂川→

決壊後の状況

R1/10/13撮影

（那珂川右岸41.2k）

約250m



国土交通省
関東地方整備局

決壊箇所

2013年

決壊箇所

2019年

決壊箇所

1979年

決壊箇所

1975年

決壊箇所

1947年

決壊箇所

1905年

右岸41.2k 右岸41.2k 右岸41.2k

右岸41.2k 右岸41.2k

出典：国土地理院の旧版地形図1/50000掲載（大宮） 出典：国土地理院の旧版地形図1/50000掲載（常陸大宮） 出典：国土地理院の電子地形図1/25000を掲載

出典：国土地理院撮影の航空写真（1975年撮影） 出典：国土地理院撮影の航空写真（2013年撮影）37出典：米軍の航空写真（1947年撮影）

右岸41.2k

那珂川→那珂川→那珂川→

那珂川→

那珂川→ 那珂川→

 右岸41.15k付近は、1905年では堤防がなく、1947年では堤防が整備されている。
 右岸41.15k付近の河道は、1947年では堤防と離れていたが、1975年以降は近接している。

５．（１）決壊箇所の状況（河道の変遷）
（那珂川右岸41.2k）
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 決壊区間の天端直下から川裏法尻直下にかけて落堀が形成されている。
 落堀の深さは、川裏法尻付近で最大約2.7m。

38

R1/10/15撮影

５．（１）決壊箇所の状況（落堀の状況）
（那珂川右岸41.2k）

R1/10/15撮影

①落堀の状況

①

川表 川裏

最大約2.7m
※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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26.000

28.000

30.000

32.000

34.000

36.000

38.000

40.000

40.0 40.2 40.4 40.6 40.8 41.0 41.2 41.4 41.6 41.8 42.0

標
⾼
（
T.
P.
）

距離標（KP）

那珂川 右岸

計画⾼⽔位 現況堤防⾼ 痕跡⽔位

●40.0k

●40.5k

●38.5k

●41.0k
●41.5k

●42.0k
●42.5k

●39.5k

●39.0k

●42.5k
●42.0k ●41.5k ●41.0k

●40.5k

●40.0k

●39.5k
●39.0k

●38.5k

決壊箇所●40.0k

●40.5k

●38.5k

●41.0k
●41.5k

●42.0k
●42.5k

●39.5k

●39.0k

●42.5k ●42.0k ●41.5k ●41.0k

●40.5k

●40.0k

●39.5k

●39.0k

●38.5k

決壊箇所
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 右岸41.2kの決壊箇所からの氾濫に加え、右岸40.6k付近の越水による氾濫が発生。
 氾濫流は堤内地を流下。

（那珂川右岸41.2k）

出典：防災科学研究所クライシスレスポンスサイト

氾濫流の推定

出典：国土地理院の電子地形図1/25000を掲載

決壊箇所

氾濫流の様子（10/13撮影、衛星画像） 氾濫原の地形（標高）

出典：国土地理院地図撮影の航空写真（2004年以降撮影）

●27.5k

●40.0k

●40.5k

●38.5k

●41.0k
●41.5k

●42.0k
●42.5k

●39.5k

●39.0k

●42.5k ●42.0k ●41.5k ●41.0k

●40.5k

●40.0k

●39.5k

●39.0k

●38.5k

決壊箇所

氾濫流
の流下

決壊箇所は上流に比べ堤防高が低くなっ
ている

●41.5k 決壊箇所

５．（２）越水に対する被災メカニズムの分析（氾濫流の状況）

那珂川

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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決壊箇所

R1/10/15撮影

 決壊箇所は越⽔によると推定される川裏部の侵⾷が⾒られる（①、②）。
 また、堤防裏法⾯の植⽣は川裏側に倒伏している（③、④）、天端には越⽔による流⽊等の漂流物が残存している（⑤、⑥）。

① ③

①川裏部が侵食されている。

③川裏部の植生は川裏側に倒伏している。

R1/10/15撮影

R1/10/15撮影

R1/10/15撮影

⑤

R1/11/9撮影

R1/11/9撮影

R1/11/9撮影

那珂川

那珂川

那珂川
那珂川

那珂川

那珂川

５．（２）越水に対する被災メカニズムの分析（被災後の堤防状況）

（那珂川右岸41.2k）

② ④

②川裏部が侵食されている。

④川裏部の植生は川裏側に倒伏している。

⑤⑥天端に越水による漂流物（流木）が残存している。

⑤ ⑥
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航空写真（斜め写真R1/10/15撮影）

那珂川

①堤防川裏法尻状況
（決壊区間上流上空より）
（R1/10/15撮影）

①

②

③

②堤防川裏法尻状況
（決壊区間下流より）
（R1/10/15撮影）

③堤防川裏法尻状況
（写真②よりさらに下流）
（R1/10/15撮影）

 決壊区間の上流の川裏および決壊区間内残存部法尻付近は、噴砂や漏水痕は確認できない。
 決壊区間の下流の川裏法尻付近は、噴砂や漏水痕は確認できない（決壊区間の下流直近は河川水による砂・砂礫の堆積あり）。

５．（３）浸透に対する被災メカニズムの分析（噴砂の有無）

（那珂川右岸41.2k）
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

Bs

粒度組成

那珂川左岸41.2k(下流端部)

礫質土

砂質土

粘性土

42

○：試料採取位置

川表側川裏側

決壊区間上流端部－観察結果

決壊区間下流端部－観察結果

○：試料採取位置

川裏側川表側

令和元年10月15日撮影

令和元年10月15日撮影

約1.1m

約1.3m

決壊区間端部－粒度試験結果
上流端部 下流端部

0
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那珂川左岸41.2k(上流端部)

Bs1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Bs1

粒度組成

那珂川左岸41.2k(上流端部)

礫質土

砂質土

粘性土
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那珂川左岸41.2k(下流端部)

Bs

堤体は細かく嵩上げされており、礫質土・砂質土・粘性土と土質も様々。

５．（３）浸透に対する被災メカニズムの分析（堤体の土質）

（那珂川右岸41.2k）

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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【下流側】
標高

（T.P. m）

0.0

10.0

20.0

30.0

決壊区間

決壊区間平面図

推定地質縦断図（那珂川右岸堤防）

40.0

42.0k 41.5k 41.0k 40.5k 40.0k 39.5k

凡例
【既往調査】
●：既往ボーリング
▲：スウェーデン式サウンディング試験
【今回調査】
○：ボーリング
△：スウェーデン式サウンディング試験

※堤内側の旧砂取り場の埋土を投影表示

推定地質縦断図（サウンディング結果）

39.0k

【下流側】【上流側】

川表側

川裏側

Dg

As

As

Dg

Bc

Dg

Ag1

Bs
As1

５．（３）浸透に対する被災メカニズムの分析（基礎地盤の土質）

（那珂川右岸41.2k）堤防縦断方向の基礎地盤は礫質土層の表層に砂質土が分布する。

As1

N値N値

Dg

As1 As1

Ag

N値
P

Apt

NR40.50‐3
T.P.+31.75m
Dep.=24.45m

NR39.65‐1
T.P.+26.65m
Dep.=10.45m

NR39.75
T.P.+27.35m
Dep.=10.40m

NR40.06
T.P.+27.80m
Dep.=5.00m

NR41.00
T.P.+29.79m
Dep.=10.45m

NR41.11
T.P.+30.75m
Dep.=10.25m

NR41.44‐2
T.P.+23.90m
Dep.=22.00m

NR41.35‐1
T.P.+29.75m
Dep.=10.25m

【上流側】
那珂川 →決壊区間

Ａ

Ａ’

B

B’

A-A’断面

Ｂ-Ｂ’断面
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５．（３）浸透に対する被災メカニズム（浸透に対する安全性評価）

計算中（解析結果は、第3回資料に反映予定）

（那珂川右岸41.2k）
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航空写真（斜め写真R1/10/15撮影）

 決壊区間の上下流とも川表護岸ブロックが敷設されており、法⾯の侵⾷の痕跡は確認できない（①〜③）。
 ⾼⽔敷上の侵⾷の痕跡は確認できない。
 ⾼⽔敷上の植⽣は倒伏しているが、流失していない。

那珂川

①堤防川表法面状況
（決壊区間上流より）
（R1/10/15撮影）

①

②

③ ②堤防川表法面状況
（決壊区間下流より）
（R1/10/15撮影）

③堤防川表法面状況
（決壊区間下流より）
（R1/10/15撮影）

５．（４）侵食に対する被災メカニズムの分析（侵食の有無）

（那珂川右岸41.2k）
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那珂川まとめ

那珂川右岸28.6k 那珂川左岸40.0k 那珂川右岸41.2k

越水

 写真により越水している状況が
確認された。

 天端に漂流物が確認された。
 決壊箇所の痕跡はデータが取

得できなかった。

 決壊箇所下流側残存部は
39.5k付近まで裏法肩に侵食が
確認された。

 天端に漂流物（砂等）が確認さ
れた。

 決壊箇所の痕跡水位はデータ
が取得できなかった。

 決壊箇所下流側残存部は
40.9k付近まで裏法面の侵食が
確認された。

 天端に漂流物（流木等）が確認
された。

影響程度 ○ ○ ○

浸透

 上下流の近傍も含めて噴砂や
漏水が確認されていない。

 堤体は礫質土主体、基礎地盤
は礫質土層の表層に砂質土と
粘性土の被覆土が分布する。

 解析の結果、裏法すべりやパイ
ピングに対する安全性が確保さ
れている。

 上下流の近傍も含めて噴砂や
漏水が確認されていない。

 堤体は砂質土主体、基礎地盤
は礫質土層の表層に砂質土が
分布する。

 矢板による川表遮水工が残存
する。

 解析中

 上下流の近傍も含めて噴砂や
漏水が確認されていない。

 堤体は堤体は細かく嵩上げされ
ており，礫質土・砂質土・粘性土
等様々、礫質土層の表層に砂
質土が分布する。

 矢板による川表遮水工が残存
する。

 解析中

影響程度 × （調査中） （調査中）

侵食

 決壊箇所の上下流とも川表法
面の侵食の痕跡は確認できな
い。

 高水敷の侵食の痕跡は確認で
きない。

 決壊箇所の上下流とも川表法
面の侵食の痕跡は確認できな
い。

 高水敷の侵食の痕跡は確認で
きない。

 決壊箇所の上下流とも川表法
面の侵食の痕跡は確認できな
い。

 高水敷の侵食の痕跡は確認で
きない。

影響程度 × × ×

構造物周辺 － － －

影響程度 － － －
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６．久慈川の概要
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日立市
市街地

常陸太田市
市街地

＜流域の諸元＞
• 幹川流路延長 ：約124km
• 流域面積 ：約1,490k㎡
• 流域内人口 ：約19万人

■久慈川流域の土地利用は、
山地等が約88%、水田・畑等
の農地が約11%、宅地等の市
街地が約1%となっている。

６．（１）久慈川流域の概要

土地利用

0 5 20km15100 5 10 15 20km

久慈川は、八溝山（標高1,022m）に源を発し、奥久慈渓谷を経て、下流部の氾濫原において山田川・里川を合わせ太平洋に注ぐ一級河

川。

山田川合流点より下流部には市街地が広がり、特に里川合流点下流の常陸太田市、日立市に人口が集中。

流域には、ＪＲ常磐線、常磐自動車道、国道6号等の主要国道が整備され、地域の基幹をなす交通の要衝となっている。

やみぞさん おく く じ けいこく

じょうばんせん

や ま だ が わ さとがわ

ひ た ち お お た ひ た ち

流域図

凡 例

流域界

JR

高速自動車道

国道

主要地点

直轄管理区間

出典：国土数値情報：平成28年

：農耕地

：市街地

：その他（空き地等）

：山林・荒地

：河川・湖沼

凡　例

出典： 「第10回河川現況調査（調査基準年：平成22年）」

河道特性

■久慈川の源流から矢祭橋ま
での上流は、源流渓谷と谷
底平野を流れ、河床勾配が
約1/20～1/200である。矢祭
橋から岩井橋までの中流は、
山間狭窄部を蛇行しながら
流れ、河床勾配が約1/40～
1/900である。岩井橋から河
口までの下流は、沖積平野
を緩やかに流れ、河床勾配
が約1/700～1/2000である。

や まつり

いわい

直轄区間

久慈川の河床勾配出典：国土地理院地図
48
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７．今次出水の概要（令和元年台風第19号）
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＜台風＞ 台風第19号は12日19時前に大型で強い勢力で伊豆半島に上陸した後、関
東地方を通過し、13日未明に東北地方の東海上に抜けた。

＜大雨＞ 台風本体の発達した雨雲や台風周辺の湿った空気の影響で、静岡県や関
東甲信地方、東北地方を中心に広い範囲で記録的な大雨となった。10日からの総雨
量は神奈川県箱根町で1000ミリに達し、関東甲信地方と静岡県の17地点で500ミリを
超えた。この記録的な大雨により、12日15時30分に静岡県、神奈川県、東京都、埼玉
県、群馬県、山梨県、長野県の7都県に、12日19時50分に茨城県、栃木県、新潟県、
福島県、宮城県の5県、13日0時40分に岩手県に特別警報を発表した。

＜暴風・高波＞ 東京都羽田空港では観測史上1位の値を超える最大風速34.8メートル
を観測するなど、伊豆諸島を含む東京都の4か所で最大風速30メートルを超える猛烈
な風を観測したほか、東日本から北日本にかけての広い範囲で非常に強い風を観測
した。また、石廊崎で13メートルを超える波高を観測するなど猛烈なしけとなった。

＜高潮＞ 静岡県や神奈川県、伊豆諸島では、過去最高潮位を超える記録的な高潮を
観測した。

天気図（上陸直前）

10⽉12⽇18時

気象レーダー（上陸時）

10⽉12⽇19時 9⽇9時 ⼤型 猛烈な
915hPa 55m/s

9⽇21時 ⼤型 猛烈な
915hPa 55m/s

12⽇9時 ⼤型 ⾮常に強い
945hPa 45m/s11⽇21時 ⼤型 ⾮常に強い

935hPa 45m/s

11⽇9時 ⼤型 ⾮常に強い
935hPa 50m/s
10⽇21時 ⼤型 ⾮常に強い
920hPa 50m/s

10⽇9時 ⼤型 猛烈な
915hPa 55m/s

12⽇18時 ⼤型 強い
955hPa 40m/s

12⽇21時 ⼤型 強い
960hPa 40m/s

13⽇3時 ⼤型
970hPa 30m/s

10⽉12⽇19時前
伊⾖半島に上陸

台⾵経路図

⼤⾬特別警報の発表時間・解除時間

都道府県 特別警報発表時刻 特別警報解除時刻

静岡県 12日 15時30分 12日 22時20分

神奈川県 12日 15時30分 13日 00時20分

東京都 12日 15時30分 12日 23時55分

埼玉県 12日 15時30分 13日 00時40分

群馬県 12日 15時30分 13日 00時10分

山梨県 12日 15時30分 12日 23時01分

長野県 12日 15時30分 13日 03時20分

茨城県 12日 19時50分 13日 02時20分

栃木県 12日 19時50分 13日 02時20分

新潟県 12日 19時50分 13日 03時20分

福島県 12日 19時50分 13日 04時00分

宮城県 12日 19時50分 13日 05時45分

岩手県 13日 00時40分 13日 08時40分

７．（１）気象概況

51気象庁提供資料より作成
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７．（２）降雨の概要

気象庁「台⾵第19号による⼤⾬、暴⾵等」、
東京管区気象台「令和元年台⾵第19号に関する気象速報」より抜粋

解析雨量積算図（96時間）
10月10日00時～13日24時

単位：ミリ

□ ＜ 0.0
0.0 ＜ ■ ＜ 50.0

50.0 ≦ ■ ＜ 100.0
100.0 ≦ ■ ＜ 200.0
200.0 ≦ ■ ＜ 300.0
300.0 ≦ ■ ＜ 400.0 
400.0 ≦ ■ ＜ 500.0
500.0 ≦ ■ ＜ 600.0
600.0 ≦ ■ ＜ 800.0
800.0 ≦ ■ ＜ 1000.0

1000.0 ≦ ■

●解析雨量※（令和元年10月10日00時～13日24時の96時間積算）

※解析雨量とは、気象レーダーとアメダス等の地上の雨量計により観測されたデータを組み合
わせ、1km四方ごとに過去1時間雨量を解析したもの
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レーダ雨量図

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。

: 2日雨量 （S61.8洪水）
: 2日雨量 （今回洪水）

久
慈
川

山
田
川

里
川

等雨量線図雨量期間

（10月10日20:00～10月12日24:00）

出典：気象庁提供資料

久慈川流域

等雨量曲線
（mm）

10月12日 16:00 10月12日 18:00

10月12日 20:00 10月12日22:00

観測所名 河川名 統計期間
棚倉 久慈川 昭和29年から

八溝山 八溝川 昭和46年から
下関河内 小田川 昭和42年から

大子 久慈川 昭和25年から
小中 里川 昭和56年から

天下野 山田川 昭和29年から
太田 里川 昭和28年から

237 

141 

0
50

100
150
200
250
300
350
400

S61.08.03 R01.10.11

（mm） 太田（おおた）

202 
253 

0
50
100
150
200
250
300
350
400

S61.08.03 R01.10.11

（mm） 大子（だいご）

244  243 

0
50
100
150
200
250
300
350
400

S61.08.03 R01.10

（mm） 棚倉（たなくら）

166 

284 

0
50
100
150
200
250
300
350
400

S61.08.03 R01.10.11

（mm） 下関河内（しもせきごうど）

214 
259 

0
50
100
150
200
250
300
350
400

S61.08.03 R01.10.11

（mm） 小中（こなか）

185  207 

0
50
100
150
200
250
300
350
400

S61.08.03 R01.10.11

（mm） 天下野（けがの）

229 
273 

0
50
100
150
200
250
300
350
400

S61.08.03 R01.10.11

（mm） 八溝山（やみぞさん）

 本州の半分以上を強風域が覆うほど大型な台風第19号が関東地方を直撃し、広範囲で強い雨が降り続いた影響で、記
録的な大雨となった。

７．（３）流域内の降雨の分布状況

53
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×：決壊

凡例

７．（４）水位の状況

左岸27.0k
塩原地先

左岸25.5k
富岡地先

右岸25.5k
下町地先

久慈川
治水地形分類図
（国土地理院 更新版1/25000より作成）

富岡（25.4km）

雨量：大子観測所

山方（38.3km）

雨量：大子観測所

54

HWL
22.638m

左岸34.0k
小貫地先

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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７．（５）被災の状況

久L27.0k

久L25.5k

久R25.5k

久L22.5k

里L5.5k浅R0.6k

浅R1.5k

久L34.0k

浅：浅川
久：久慈川
里：里川

：越水、溢水箇所
：決壊箇所

凡例

決壊箇所の延長は現地調査の結
果に基づく。その他被災箇所につ
いては令和元年台風第19号による
被害状況等について（第44報）をも
とに作成
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久L27.0k

久L25.5k

久R25.5k

久L22.5k

里R5.5k

７．（６）被災箇所の治水地形

決壊箇所の治水地形分類は、久慈川左岸25.5k富岡地先は微高地、左岸27.0k塩原地先は氾濫原、右岸25.5k下町地先は旧河道、
左岸34.0k小貫地先は氾濫原に分類される。

56

浅R0.6k

浅R1.5k

久L34.0k

浅：浅川
久：久慈川
里：里川

：越水、溢水箇所
：決壊箇所

凡例

決壊箇所の延長は現地調査の結
果に基づく。その他被災箇所につ
いては令和元年台風第19号による
被害状況等について（第44報）をも
とに作成
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８．久慈川左岸25.5k
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８．（１）決壊箇所の状況（航空写真）

 決壊箇所は約100mにわたって決壊している。

斜め写真（R1/10/15撮影）

決壊後（2019/10/15）

決壊前（2004以降）

（久慈川左岸25.5k）

約100m
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決壊箇所

1905年

決壊箇所

1947年

決壊箇所

1979年

決壊箇所

1975年

決壊箇所

2019年

決壊箇所

2004年～

８．（１）決壊箇所の状況（河道の変遷）

左岸25.5k 左岸25.5k 左岸25.5k

左岸25.5k 左岸25.5k

出典：国土地理院の電子地形図1/25000を掲載出典：国土地理院の旧版地形図1/50000掲載（大宮） 出典：国土地理院の旧版地形図1/50000掲載（常陸大宮）

出典：国土地理院撮影の航空写真（1975年撮影） 出典：国土地理院撮影の航空写真（2004年～撮影）

左岸25.5k

59出典：米軍の航空写真（1947年撮影）

 左岸25.5k付近は、1905年から堤防が整備されている。
 左岸25.5k付近の河道は、1947年は交互砂州が発達しているが、1979年以降現在に⾄るまで位置に⼤きな変化はない。

（久慈川左岸25.5k）
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 決壊区間2箇所のうち、下流側決壊箇所で川裏法尻直下付近に落堀が形成されている。
上流側決壊箇所は落堀の痕跡がみられず形成されたか不明。

 落堀の深さは、川裏法尻付近で最大約1.0m。

（久慈川左岸25.5k）
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←久慈川

R1/10/15撮影

川表川裏

最大約1.0m

不明

８．（１）決壊箇所の状況（落堀の状況）

下流側決壊箇所

下流側決壊箇所 上流側決壊箇所

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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16.0

18.0

20.0

22.0

24.0

26.0

28.0

30.0

25.0 25.5 26.0

標
⾼
（
T.
P.
）

距離標（KP）

久慈川 左岸

計画⾼⽔位 現況堤防⾼ 痕跡⽔位

●26.5k

●27.0k

●26.0k

●25.5k

決壊箇所

●26.5k

●27.0k

●26.0k

●25.5k

決壊箇所

●26.5k

●27.0k

●26.0k

●25.5k

決壊箇所
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 左岸25.5kの決壊箇所から氾濫が発生。
 氾濫流は堤内地を流下。

（久慈川左岸25.5k）

出典：防災科学研究所クライシスレスポンスサイト

氾濫流の推定

出典：国土地理院の電子地形図1/25000を掲載

決壊箇所

氾濫流の様子（10/13撮影、衛星画像） 氾濫原の地形（標高）
出典：国土地理院地図撮影の航空写真（2004年以降撮影）

氾濫流
の流下

●27.5k

●26.5k

●26.0k

●27.0k

８．（２）越水に対する被災メカニズム（氾濫流の状況）

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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①上流側決壊箇所と下流側決壊箇所の残存部の川裏部に洗掘跡が見られる。

②川裏部の倒伏状況

下流側決壊箇所

川裏部の侵食
R1/10/15撮影

久慈川
上流側決壊箇所

決壊箇所

①
①

R1/10/15撮影

久慈川

②

R1/10/13 5:45頃撮影

③決壊後の状況

 決壊箇所は上流と下流2箇所にあり、越⽔によると推定される川裏部の侵⾷が⾒られる（①）。
 また、堤防川裏部の植⽣は川裏側に倒伏している（②） 。

R1/10/13 5:45頃撮影

③

①

③

②

（久慈川左岸25.5k）
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８．（２）越水に対する被災メカニズム（被災後の堤防状況）

下流側
決壊箇所

上流側
決壊箇所
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航空写真（斜め写真R1/10/15撮影）

久慈川

①堤防川裏法尻状況
（決壊区間下流より）
（R1/10/15撮影）

①②
③

②堤防川裏法尻状況
（決壊区間残存部）
（R1/10/15撮影）

③堤防川裏法尻状況
（決壊区間上流より）
（R1/10/15撮影）

 決壊区間の下流の川裏および決壊区間内残存部法尻付近は、噴砂や漏⽔痕は確認できない。
 決壊区間の上流の川裏法尻付近は、噴砂や漏⽔痕は確認できない（決壊区間の上流直近は河川⽔による砂・砂礫の堆積あり）。

（久慈川左岸25.5k）

８．（３）浸透に対する被災メカニズム（噴砂の有無）
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

Bg

Bc中央

Bc川表

Bc川裏

粒度組成

採
取

試
料

久慈川左岸25.5k上流側付近(下流端部)

礫質土

砂質土

粘性土

64

堤体は礫質土・粘性土で構成される。

○：試料採取位置

川裏側川表側

決壊区間上流端部－観察結果

決壊区間下流端部－観察結果

○：試料採取位置

川表側川裏側

令和元年10月15日撮影

令和元年10月15日撮影

約3.8m

約3.1m

決壊区間上流側－推定地質断面図(詳細点検25.8k)

決壊区間端部－粒度試験結果
上流端部 下流端部
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0.001 0.01 0.1 1 10 100

通
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率
(％

)

粒径(mm)

久慈川左岸25.5k上流側付近(上流端部)

Bg

Bc中央

Bc川表

Bc川裏

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Bg

Bc中央

Bc川表

Bc川裏

粒度組成

久慈川左岸25.5k上流側付近(上流端部)

礫質土

砂質土

粘性土
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久慈川左岸25.5k上流側付近(下流端部)

Bg

Bc中央

Bc川表

Bc川裏

（久慈川左岸25.5k 上流決壊部）

８．（３）浸透に対する被災メカニズム（堤体の土質）

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

Bs上

Bs下

Bs川表

Bc

粒度組成

久慈川左岸25.5k下流側付近(下流端部)

礫質土

砂質土

粘性土
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堤体は上下流で土質が異なり、上流端部は礫質土・粘性土で、下流端部は砂質土・粘性土で構成される。

○：試料採取位置

川裏側川表側

決壊区間上流端部－観察結果

決壊区間下流端部－観察結果

○：試料採取位置

川表側川裏側

令和元年10月15日撮影

令和元年10月15日撮影

約4.6m

約3.6m

決壊区間上流側－推定地質断面図(詳細点検25.8k)

決壊区間端部－粒度試験結果
上流端部 下流端部
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久慈川左岸25.5k下流側付近(上流端部)

Bg

Bc1中央

Bc1川表

Bｃ2

Bc1川裏

Ac
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Bc1中央
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Bｃ2
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久慈川左岸25.5k下流側付近(上流端部)

礫質土

砂質土

粘性土
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久慈川左岸25.5k下流側付近(下流端部)

Bs上

Bs下

Bs川表

Bc

（久慈川左岸25.5k 下流決壊部）

８．（３）浸透に対する被災メカニズム（堤体の土質）

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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6627.0k 26.5k 26.0k 25.5k 25.0k

決壊区間平面図

久慈川 →

NL25.5k‐B‐1
NL25.5k‐B‐2

凡例
【既往調査】
●：既往ボーリング
▲：スウェーデン式
サウンディング試験
【今回調査】
○：ボーリング
△：スウェーデン式
サウンディング試験

決壊区間

（久慈川左岸25.5k）

推定地質縦断図（久慈川左岸堤防）

久慈川 →

推定地質縦断図（サウンディング結果）

標高
（T.P. m）

30.0

20.0

10.0

0.0

【上流側】 【上流側】

【下流側】【上流側】

川裏側

川表側

Ac2

DgTr

Ag

AcAs

As
Ac
Ag

８．（３）浸透に対する被災メカニズム（基礎地盤の土質）

堤防縦断方向の基礎地盤は礫質土層の表層に粘性土層が分布する。

Ag2

Tr

N値N値
N値

Tr Dg

KL‐25.25k‐1
T.P.+15.77m
Dep.=4.00m

KL‐25.80k‐1
T.P.+24.230m
Dep.=15.45m

決壊区間

KL‐26.54k‐1
T.P.+22.60m
Dep.=15.45m

KL‐27.00k‐1
T.P.+24.165m
Dep.=15.24m

KL‐26.25k‐1
T.P.+20.70m
Dep.=20.50m

N値

Ａ

Ａ’B

B’

※Bgは緊急復旧時の埋戻土
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８．（３）浸透に対する被災メカニズム（浸透に対する安全性評価）

検討断面：決壊箇所直近の断面（定期横断25.5k）に現地土質構成を記載
土質定数：既往資料に今回試験値（決壊断面の粒度試験まで）を反映して設定
検討外力：今次出水の降雨、水位ハイドロにより設定（水位は観測地点の流量から25.5kのHQ式を用いて設定）

地盤モデル 検討断面（決壊箇所 久慈川左岸25.5k）

照査結果外力条件（台風19号）

計算中（解析結果は、第3回資料に反映予定）

（久慈川左岸25.5k）
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航空写真（斜め写真R1/10/15撮影）

 決壊区間の上下流とも川表法⾯の侵⾷の痕跡は確認できない（ ①〜③ ） 。
 ⾼⽔敷上の侵⾷の痕跡は確認できない（航空写真） 。
 ⾼⽔敷上の植⽣は倒伏しているが、流失していない（航空写真） 。⽔害防備林の⼀部は倒伏している（航空写真） 。

久慈川

①堤防川表法面状況
（決壊区間上流より）
（R1/10/15撮影）①

②

③

②堤防川表法面状況
（決壊区間残存部）
（R1/10/15撮影）

③堤防川表法面状況
（決壊区間下流より）
（R1/10/15撮影）

（久慈川左岸25.5k）

８．（４）侵食に対する被災メカニズム（侵食の有無）

防備林の倒伏→

防備林の倒伏→
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９．久慈川左岸27.0k



国土交通省
関東地方整備局

70

９．（１）決壊箇所の状況（航空写真）

決壊前（2004以降）

出典：国土地理院撮影の航空写真（2004年～撮影）
出典：国土地理院撮影の航空写真
（令和元年台風19号 久慈川地区 R1/10/17撮影）

決壊後（2019/10/17）

 決壊箇所は約65mにわたって決壊している。

決壊後の状況

R1/10/13 撮影

（久慈川左岸27.0k）

約65m
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決壊箇所

1947年

決壊箇所

2019年

決壊箇所

2004年～

決壊箇所

1979年

決壊箇所

1975年

決壊箇所

1905年

９．（１）決壊箇所の状況（河道の変遷）

左岸27.0k 左岸27.0k 左岸27.0k

左岸27.0k 左岸27.0k

出典：国土地理院の電子地形図1/25000を掲載出典：国土地理院の旧版地形図1/50000掲載（大宮） 出典：国土地理院の旧版地形図1/50000掲載（常陸大宮）

出典：国土地理院撮影の航空写真（1975年撮影） 出典：国土地理院撮影の航空写真（2004年～撮影）

左岸27.0k

71出典：米軍の航空写真（1947年撮影）

 左岸27.0k付近は、1905年では堤防がなく、1947年には堤防が整備されている。
 左岸27.0k付近の河道は、1979年以降現在に⾄るまで位置や川幅に⼤きな変化はない。

（久慈川左岸27.0k）
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 決壊区間の天端直下から川裏側にかけて横断⽅向に落堀が形成されている。
 落堀の深さは、川表法尻付近で最⼤約4.6m

（久慈川左岸27.0k）

72

９．（１）決壊箇所の状況（落堀の状況）

R1/10/15撮影

川表川裏

最大約4.6m
※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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久慈川 左岸

計画⾼⽔位 現況堤防⾼ 痕跡⽔位

●26.5k

●27.0k

●26.0k

●25.5k

決壊箇所

●26.5k

●27.0k

●26.0k

●25.5k

決壊箇所

●26.5k

●27.0k

●26.0k

●25.5k

決壊箇所
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（久慈川左岸27.0k）

出典：防災科学研究所クライシスレスポンスサイト

氾濫流の推定

出典：国土地理院の電子地形図1/25000を掲載

決壊箇所

氾濫流の様子（10/13撮影、衛星画像） 氾濫原の地形（標高）
出典：国土地理院地図撮影の航空写真（2004年以降撮影）

氾濫流
の流下

●27.5k

●26.5k

●26.0k

決壊箇所は下流に比べ堤防高が
低くなっている

●27.0k

９．（２）越水に対する被災メカニズム（氾濫流の状況）

 左岸27.0kの決壊箇所から氾濫が発生。
 氾濫流は下流域堤内側へ流下。

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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関東地方整備局９．（２）越水に対する被災メカニズム（被災後の堤防状況）

決壊箇所

久慈川

①

①決壊箇所は下流に比べ堤
防高が低い

①

②

②

②天端から裏法にむかっての植
生の倒伏が確認される
（R1/10/15撮影）

③天端に越水による漂流物（流
木）が残存
（R1/10/15撮影）

③

③

 決壊箇所は下流側よりも堤防⾼が低い（①）。
 堤防川裏部の植⽣は川裏側に倒伏している（②）。
 堤防天端に越⽔による流⽊等の漂流物が残存している（③） 。

74

（久慈川左岸27.0k）

下流側堤防

決壊した堤防の残存部



国土交通省
関東地方整備局

75

航空写真（斜め写真R1/10/15撮影）

 決壊区間の下流の川裏法尻付近は、噴砂や漏水痕は確認できない（決壊区間の下流直近は河川水による
砂・砂礫の堆積あり）（①②）。

 決壊区間の上流の川裏法尻付近は、噴砂や漏水痕は確認できない（③）。

①堤防川裏法尻状況
（決壊区間下流より）
（R1/10/15撮影）

②堤防川裏法尻状況
（決壊区間下流より）
（R1/10/15撮影）

③堤防川裏法尻状況
（決壊区間上流より）
（R1/10/15撮影）

①

②

③

久慈川

（久慈川左岸27.0k）

９．（３）浸透に対する被災メカニズム（噴砂の有無）
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

Bc1

Bc2

粒度組成

久慈川左岸27.0k付近(下流端部)

礫質土

砂質土

粘性土

76

決壊区間端部－粒度試験結果
上流端部 下流端部

堤体は粘性土で構成され、全体に砂分や礫分を混入。下流端部は川裏腹付けの築堤履歴を確認。

○：試料採取位置

川裏側川表側

決壊区間上流端部－観察結果

決壊区間下流端部－観察結果

○：試料採取位置

川表側川裏側

令和元年10月16日撮影

令和元年10月16日撮影

約1.6m

約1.9m

決壊区間下流側－推定地質断面図(詳細点検27.0k)
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（久慈川左岸27.0k）

９．（３）浸透に対する被災メカニズム（堤防の土質）

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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決壊区間平面図

凡例
【既往調査】

●：既往ボーリン
グ

▲：スウェーデン
式サウンディング
試験
【今回調査】
○：ボーリング

△：スウェーデン
式サウンディング
試験

久慈川 →

NL27.0k‐B‐1
NL27.0k‐B‐2

（久慈川左岸27.0k）

推定地質縦断図
（サウンディング結果）

27.0k 26.5k 26.0k

標高
（T.P. m）

30.0

20.0

10.0

0.0

【上流側】 【上流側】

27.5k

【下流側】【上流側】

川裏側

川表側

Ac2

Ag2

Tr

Ac

Ag
Bg

Bg
Ac

Ag

Bs

９．（３）浸透に対する被災メカニズム（基礎地盤の土質）

堤防縦断方向の基礎地盤は礫質土層の表層に粘性土層が分布する。

N値
N値

N値N値

KL‐27.50k‐2
T.P.+23.31m
Dep.=6.00m

KL‐25.80k‐1
T.P.+24.23m
Dep.=15.45m

KL‐26.25k
T.P.+20.70m
Dep.=20.50m

KL‐25.50k
T.P.+15.77m
Dep.=4.00m

KL‐26.54k
T.P.+22.60m
Dep.=15.45m

KL‐27.50k‐1
T.P.+22.76m
Dep.=6.00m

KL‐27.15k
T.P.+21.83m
Dep.=15.20m

KL‐27.00k‐1
T.P.+24.165m
Dep.=15.24m

決壊区間

久慈川 →

推定地質縦断図（久慈川左岸堤防）

A-A’断面

Ｂ-Ｂ’断面

Ａ

Ａ’B

B’

N値

決壊区間

※Bgは緊急復旧時の埋戻土

※Bgは緊急復旧時の埋戻土
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９．（３）浸透に対する被災メカニズム（浸透に対する安全性評価）

検討断面：決壊箇所直近の断面（定期横断27.5k）に現地土質構成を記載
土質定数：既往資料に今回試験値（決壊断面の粒度試験・基礎地盤の現場透水試験まで）を反映して設定
検討外力：今次出水の降雨、水位ハイドロにより設定（水位は観測地点の流量から27.5kのHQ式を用いて設定）

地盤モデル 検討断面（決壊箇所 久慈川左岸27.0k）

照査結果外力条件（台風19号）

①
↓

②
↓

③
↓

計算中（解析結果は、第3回資料に反映予定）

γt k c φ

(kN/m
3
) (cm/s) (kN/m

2
) (°)

堤体 Bc 粘性土 18.6 1.40E-5 51.0 0.0 決壊断面粒度D20

Ag2 礫質土 20.0 1.61E-1 0.0 41.0 現場透水

Tr 岩盤 18.5 1.00E-6 173.0 20.0

土層

単位体積
重量

透水係数 粘着力
内部

摩擦角
設定根拠

基礎
地盤

※赤字は今回試験値

※黒字は詳細点検(那珂川左岸27.0k)の設定値

（久慈川左岸27.0k）

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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航空写真（斜め写真R1/10/15撮影）

 決壊区間の上下流とも川表法⾯の侵⾷の痕跡は確認できない（①〜③）。
 ⾼⽔敷上の侵⾷の痕跡は確認できない（航空写真） 。
 ⾼⽔敷上の植⽣は倒伏しているが、流失していない（航空写真）。

久慈川

①堤防川表法面状況
（決壊区間下流より）
（R1/10/15撮影）

①

②
②堤防川表法面状況
（決壊区間上流より）
（R1/10/15撮影）

③堤防川表法面状況
（決壊区間上流より）
（R1/10/15撮影）

③

（久慈川左岸27.0k）

９．（４）侵食に対する被災メカニズム（侵食の有無）
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１０．久慈川右岸25.5k
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１０．（１）決壊箇所の状況（航空写真）

越水状況

決壊後の状況

R1/10/13撮影

R1/10/13 6:45頃撮影

 決壊箇所は約40mにわたって決壊している。
 堤内地に湛水した水が、川裏側から川表側への越水が確認されている（越水状況写真、決壊直後写真）。

出典：国土地理院撮影の航空写真（2004年～撮影） 斜め写真（R1/10/15撮影）

決壊後（2019/10/15）

決壊箇所

決壊前（2004以降）

流れの方向※

 堤内地（川裏側）に湛水した水が、
川裏側から川表側に越水

流れの方向※

（久慈川右岸25.5k）

※水面の波より推定

※水面の波より推定

約40m
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決壊箇所

1905年

決壊箇所

2004年～

決壊箇所

2019年

決壊箇所

決壊箇所

1975年

決壊箇所

1979年

決壊箇所

1947年

１０．（１）決壊箇所の状況（河道の変遷）

右岸25.5k 右岸25.5k 右岸25.5k

右岸25.5k 右岸25.5k

出典：国土地理院の電子地形図1/25000を掲載出典：国土地理院の旧版地形図1/50000掲載（大宮） 出典：国土地理院の旧版地形図1/50000掲載（常陸大宮）

出典：国土地理院撮影の航空写真（1975年撮影） 出典：国土地理院撮影の航空写真（2004年～撮影）

右岸25.5k

82出典：米軍の航空写真（1947年撮影）

 右岸25.5k付近は、1905年から堤防が整備されている。
 右岸25.5k付近の河道は、1979年では寄州が縮⼩しているが、現在は1947年と同様に発達している。

（久慈川右岸25.5k）
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 決壊区間の2箇所で落堀が形成されている。
 落堀の深さは、下流側の天端直下で最大約1.3m、上流側の天端直下で最大約1.6m

（久慈川右岸25.5k）

83

R1/10/15撮影

川表 川裏

最大約1.6m

川表 川裏

最大約1.3m

１０．（１）決壊箇所の状況（落堀の状況）

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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 決壊箇所の上流右岸26.0kから27.5kにかけて越水による氾濫が発生。

 一旦拡散した氾濫流が地形的に決壊箇所に集中し、せき上げされ、堤内地側の水位が上昇し、川裏側から川
表側への越水が発生したと考えられる。

（久慈川右岸25.5k）

決壊箇所

決壊箇所

上流部
からの
越水

氾濫流
の集中

決壊箇所

●27.0k

●27.5k

●26.5k

●26.0k

●25.5k

決壊箇所

●27.0k

●27.5k

●26.5k

●26.0k

●25.5k

●27.0k

●27.5k

●26.5k

●26.0k

●25.5k

出典：防災科学研究所クライシスレスポンスサイト

氾濫流の推定

出典：国土地理院の電子地形図1/25000を掲載

氾濫流の様子（10/13撮影、衛星画像） 氾濫原の地形（標高）
出典：国土地理院地図撮影の航空写真（2004年以降撮影）

１０．（２）越水に対する被災メカニズム（氾濫流の状況）

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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⑥内水痕跡確認状況（下流側道路盛土）⑤内水痕跡状況（台地）

痕跡標高T.P.23.33m
痕跡標高T.P.23.34m

右岸25.5k
天端高T.P.22.75m

越水区間
（川裏側→川表側）

③
④

③天端法肩植生の倒伏状況

④決壊箇所の
状況（上流から
望む）

天端舗装
の一部

久慈川

R1/10/15撮影

⑤
⑥

①川裏法肩侵食状況

越水の方向

畳

久慈川

R1/10/15撮影

川裏側からの越水で
植生がめくれている

②川裏法面内水痕跡状況

①

越水区間
（川表側→川裏側）

②
越水区間

①の欠損部

越水方向

越水方向

越水の方向

久慈川

久慈川

上水道取水樋管

久慈川 →

１０．（２）越水に対する被災メカニズム（被災後の堤防状況）

R1/10/15撮影

痕跡確認位置
（竹林内道路）

T.P.23.34m

R1/10/15撮影

痕跡確認位置

T.P.23.33m

 上水道取水樋管の上流で川裏側法肩が侵食されている（①②）ことから、川表側から越水し、内水が上昇したと
推定される。

 決壊箇所付近は、堤防表法面の植生は川表側に倒伏し（①②）、天端舗装の一部が川表側に残存している（③）ことから、川裏側から川
表側に越水したと推定される。

 堤内地の内水痕跡標高はT.P.23.33m（⑤⑥）、一方、右岸25.5kの天端高はT.P.22.75mであり、堤防天端高より内水痕跡の方がおよそ
60cm高い。

（久慈川右岸25.5k）

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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航空写真（斜め写真R1/10/15撮影）

久慈川
①堤防川裏法尻状況
（決壊区間上流より）
（R1/10/15撮影）

②堤防川裏法尻状況
（決壊区間上流より）
（R1/10/15撮影）

③堤防川裏法面状況
（決壊区間下流より）
（R1/10/15撮影）

①

②

③

 決壊区間の上下流の川裏法尻付近は、噴砂や漏⽔痕は確認できない（①〜③）

（久慈川右岸25.5k）

１０．（３）浸透に対する被災メカニズム（噴砂の有無）
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

Bc

粒度組成

久慈川左岸25.5k付近(下流端部)

礫質土

砂質土

粘性土

87

堤体は粘性⼟で構成され、全体に砂分を混⼊。

○：試料採取位置

川表側川裏側

決壊区間上流端部－観察結果

決壊区間下流端部－観察結果

○：試料採取位置

川裏側川表側

令和元年10月16日撮影

令和元年10月15日撮影

約4.3m

約5.3m

決壊区間下流側－推定地質断面図(詳細点検25.37k)

決壊区間端部－粒度試験結果
上流端部 下流端部
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通
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(％

)

粒径(mm)

久慈川左岸25.5k付近(上流端部)

Bc中央

Bs

Bｃ川裏

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Bc中央

Bs

Bｃ川裏

粒度組成

久慈川左岸25.5k付近(上流端部)

礫質土

砂質土

粘性土

0
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0.001 0.01 0.1 1 10 100

通
過

百
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率
(％

)

粒径(mm)

久慈川左岸25.5k付近(下流端部)

Bc

（久慈川右岸25.5k）

１０．（３）浸透に対する被災メカニズム（堤体の土質）

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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久慈川 →

推定地質縦断図
（サウンディング結果）

88

【下流側】

27.0k 25.5k26.0k26.5k 25.0k

【上流側】

決壊区間平面図

（久慈川右岸25.5k）

NR25.5k‐B‐2

決壊区間

推定地質縦断図（久慈川右岸堤防）

標高
（T.P. m）
30.0

20.0

10.0

0.0

‐10.0

【下流側】【上流側】

川表側

川裏側

Tr

Ag2

Dc
Dg

Ac2

Ac
Ag

Ac
Ag

１０．（３）浸透に対する被災メカニズム（基礎地盤の土質）

堤防縦断⽅向の基礎地盤は礫質⼟層の表層に粘性⼟層が分布する。

凡例
【既往調査】
●：既往ボーリング

▲：スウェーデン式
サウンディング試験
【今回調査】
○：ボーリング

△：スウェーデン式
サウンディング試験

Ag2

Tr

N値

Dc

Ac2

N値 N値

KR‐27.00k
T.P.+21.21m
Dep.=12.17m

KR‐26.68k
T.P.+19.12m
Dep.=12.19m

KR‐27.5.70k
T.P.+20.05m
Dep.=20.50m

KR‐25.40k‐2
T.P.+20.85m
Dep.=20.22m

決壊区間

Ａ

Ａ’B

B’ A-A’断面

Ｂ-Ｂ’断面
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航空写真（斜め写真R1/10/15撮影）

 決壊区間の上下流とも川表法⾯の侵⾷の痕跡は確認できない。植⽣が川裏側から川表側への向きでの倒伏や植⽣のめくれが確認され
ている（①〜③）。

 ⾼⽔敷上の侵⾷の痕跡は確認できない。⽔害防備林の⼀部は倒伏している（航空写真）。

久慈川
①堤防川表法面状況
（決壊区間上流より）
（R1/10/15撮影）

②堤防川表法面状況
（決壊区間上流より）
（R1/10/15撮影）

③堤防川表法面状況
（決壊区間下流より）
（R1/10/15撮影）

①

②

③

（久慈川右岸25.5k）

１０．（４）侵食に対する被災メカニズム（侵食の有無）

←防備林の倒伏

←植生のめくれ
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１１．久慈川左岸34.0k（県管理）
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１１．（１）決壊箇所の状況（航空写真）

 決壊箇所は約60mにわたって決壊している。

出典：国土地理院撮影の航空写真
（令和元年台風19号 久慈川地区 R1/10/17撮影）

決壊後状況

出典：茨城県撮影（R1/10/13撮影）

出典：国土地理院撮影の航空写真（2004年～撮影）

決壊後（2019/10/17）

出典：国土地理院撮影の航空写真
（令和元年台風19号 久慈川地区 R1/10/17撮影）

決壊前（2004以降）

（久慈川左岸34.0k）

約60m
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決壊箇所

1947年

決壊箇所

1905年

左岸34.0k

出典：国土地理院の旧版地形図1/50000掲載（大宮）

久
慈

川
→

出典：米軍の航空写真（1947年撮影）

左岸34.0k

久
慈

川
→

１１．（１）決壊箇所の状況（河道の変遷）

決壊箇所

2004年～

決壊箇所

2019年

決壊箇所

1975年

決壊箇所

1979年

出典：国土地理院の電子地形図1/25000を掲載出典：国土地理院の旧版地形図1/50000掲載（常陸大宮）

出典：国土地理院撮影の航空写真（1975年撮影） 出典：国土地理院撮影の航空写真（2004年～撮影）

 左岸34.0k付近は、1905年から堤防が整備されており、1975年には、その下流側まで整備されている。
 河道は、1947年では寄洲が発達して右岸側に位置しているが、1979年から現在まで河道の位置に⼤きな変化は⾒られない。

左岸34.0k

左岸34.0k 左岸34.0k

左岸34.0k

久
慈

川
→

久
慈

川
→

久
慈

川
→

久
慈

川
→

92

（久慈川左岸34.0k）
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管理
境界

茨城県常陸大宮市

 決壊区間の川表法尻〜天端直下で落堀が形成されている。
 落堀の深さは、川表法尻で最⼤約3.0m

（久慈川左岸34.4k）

93

R1/10/16撮影

川表川裏

最大約3.0m

１１．（１）決壊箇所の状況（落堀の状況）

R1/10/17撮影

①

①落堀の状況

最大約3.0m

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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決壊箇所

●33.0k

●33.5k

●32.0k

●32.5k

●34.0k

●35.0k

●34.5k

●35.5k

１１．（２）越水に対する被災メカニズム（氾濫水の状況）

94

 久慈川左岸34.0kの決壊による氾濫に加え、34.0kより下流の無堤部からの溢⽔で氾濫が発⽣。
 氾濫流は下流側堤内地へ流下

（久慈川左岸34.0k）

出典：防災科学研究所クライシスレスポンスサイト

氾濫流の推定

出典：国土地理院の電子地形図1/25000を掲載

氾濫流の様子（10/13撮影、衛星画像） 氾濫原の地形（標高）

出典：国土地理院地図撮影の航空写真（2004年以降撮影）

氾濫流
の流下

●27.5k

決壊箇所

●33.0k

●33.5k

●32.0k

●32.5k

●34.0k

●35.0k

●34.5k

●35.5k

決壊箇所

●33.0k

●33.5k

●32.0k

●32.5k

●34.0k

●35.0k

●34.5k

●35.5k
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１１．（２）越水に対する被災メカニズム（被災後の堤防状況）

 決壊箇所は越⽔によると推定される裏法⾯の植⽣が川裏側に倒伏している（①）。
 堤防天端〜川裏法肩に越⽔による漂流物が残存している（②）
 決壊箇所上流側は決壊箇所より堤防天端⾼が⾼い（③）

①川裏側法面の植生が川裏側に倒伏して
いる。

②天端～川裏側法肩に漂流物が残存して
いる。

R1/10/15撮影

決壊箇所

①②

漂流物が残存

漂流物が残存

①
②

R1/10/22撮影

R1/10/22撮影

（久慈川左岸34.0k）

③決壊箇所上流側は決壊箇所
より堤防天端高が高い。R1/10/16撮影

←久慈川

③

決壊箇所より
堤防天端高が
高い
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久慈川

UAV写真（斜め写真R1/10/16撮影）

①堤防川裏法尻状況
（決壊区間上流より）
（R1/10/28撮影）

①

③

②堤防川裏法尻状況
（決壊区間下流より）
（R1/10/28撮影）

③堤防川裏法尻状況
（決壊区間下流より）
（R1/10/28撮影）

②

 決壊区間の上下流の川裏法尻付近は、噴砂や漏⽔痕は確認できない。

（久慈川左岸34.0k）

１１．（３）浸透に対する被災メカニズム（噴砂の有無）
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堤体は砂質⼟で構成され、砂は細砂〜中砂を主体。
基礎地盤は簡易ボーリング調査より砂質⼟・礫質⼟と想定される。

（久慈川左岸34.0k）

１１．（３）浸透に対する被災メカニズム（堤体の土質）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Bc

Ac

粒度組成

久慈川左岸34.0k付近(下流側残存箇所より約

200m下流)

礫質

土

砂質

土

決壊区間端部－粒度試験結果
上流端部 下流端部

川裏側川表側

決壊区間上流端部－観察結果

決壊区間下流端部－観察結果
川表側川裏側

R1/10/18撮影

簡易Bor ※位置
Dep=5.00m

柱状図

参考柱状図（下
流側残存箇所よ
り約200m下流）

約3.8m

□：試料採取位置

□：試料採取位置
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久慈川左岸34.0k付近(上流端部)

Bs

Ag

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Bs

Ag

粒度組成

久慈川左岸34.0k付近(上流端部)

礫質土

砂質土

粘性土
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久慈川左岸34.0k付近(下流側残存箇所より約200m下流)

Bc

Ac

R1/10/18撮影

※仮復旧後、簡易ボーリングにて土質確認実施

堤体

基礎地盤

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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（久慈川左岸34.0k）

１１．（３）浸透に対する被災メカニズム（基礎地盤の土質）

推定地質縦断図
（サウンディング結果） 【下流側】【上流側】

川裏側

川表側

基礎地盤は砂質土・礫質土で構成される。

【下流側】【上流側】



国土交通省
関東地方整備局

99

１１．（３）浸透に対する被災メカニズム（浸透に対する安全性評価）

計算中（解析結果は、第3回資料に反映予定）

（久慈川左岸34.0k）
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 決壊区間の上下流とも護岸が整備され、侵食の痕跡は確認できない（①③）。

久慈川

UAV写真（斜め写真R1/10/16撮影）

①堤防川表法面状況
（決壊区間上流より）
（R1/10/28撮影）

①

③

②堤防川表法面状況
（決壊区間下流より）
（R1/10/28撮影）

③堤防川表法面状況
（決壊区間下流より）
（R1/10/28撮影）

②

（久慈川左岸34.0k）

１１．（４）侵食に対する被災メカニズム（侵食の有無）

法面には植生が
付着している
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久慈川まとめ

久慈川左岸25.5k 久慈川左岸27.0k

越水

 写真により越水している状況が確認された。
 裏法面の侵食、川裏側への植生の倒伏が確認さ

れた。
 決壊箇所傍の痕跡水位は現況堤防高よりも高い。

 川裏側への植生の倒伏が確認された。
 決壊箇所の痕跡水位はデータが取得できなかった。

影響程度 ○ ○

浸透

 上下流の近傍も含めて噴砂や漏水が確認されて
いない。

 堤体は上流側が礫質土と粘性土、下流側が砂質
土、粘性土で構成され、基礎地盤は礫質土層の
表層に粘性土層が分布する。

 解析中

 上下流の近傍も含めて噴砂や漏水が確認されて
いない。

 堤体は礫質土・粘性土で構成され、基礎地盤は礫
質土層の表層に粘性土層が分布する。

 解析中

影響程度 （調査中） （調査中）

侵食
 決壊箇所の上下流とも川表法面の侵食の痕跡は

確認できない。
 高水敷の侵食の痕跡は確認できない。

 壊箇所の上下流とも川表法面の侵食の痕跡は確
認できない。

 高水敷の侵食の痕跡は確認できない。

影響程度 × ×

構造物周辺 － －

影響程度 － －
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久慈川まとめ

久慈川右岸25.5k 久慈川左岸34.0k（県管理）

越水 －
 川裏側への植生の倒伏、天端に漂流物が確認さ

れた。

影響程度 － ○

浸透

 上下流の近傍も含めて噴砂や漏水が確認され
ていない。

 堤体は砂分の多い粘性土で構成され、基礎地
盤は礫質土層の表層に砂質土が分布する。

 上下流の近傍も含めて噴砂や漏水が確認されてい
ない。

 堤体は砂質土で構成され、基礎地盤は砂質土・礫
質土が分布する。

 解析中

影響程度 × （調査中）

侵食
 決壊箇所の上下流とも川表法面の侵食の痕跡

は確認できない。
 高水敷の侵食の痕跡は確認できない。

 決壊箇所の上下流とも川表法面の侵食の痕跡は
確認できない。

 高水敷の侵食の痕跡は確認できない。

影響程度 × ×

堤内地から
の越流

 6：45撮影の写真により川側に越水している状況
が確認された。

 衛星画像により、決壊箇所上流、27.0k付近や
26.5k付近からの越流が確認された。

 表法の川側への植生の倒伏やめくれ、表法肩に
漂流物（タイヤ等）が確認された。

 堤内地側の痕跡水位は現況堤防高よりも高い。

－

影響程度 ○ －
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１２．浅川の概要
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＜流域の諸元＞
• 幹川流路延長 ：
• 流域面積 ：
• 流域内人口 ：

出典： 「第10回河川現況調査（調査基準年：平成22年）」

日立市
市街地

常陸太田市
市街地

■本圏域の土地利用は、森
林・田畑が約87%、宅地等の
利用が約6%となっている。

１２．（１）浅川流域の概要

土地利用

浅川は、常陸大宮市を流れる久慈川水系の一級河川。

久慈川合流点より下流部には市街地が広がり、特に常陸太田市、日立市に人口が集中。

流域図

出典：国土地理院 数値地図200000（地図画像）、50mメッシュ
104

浅
川

出典：国土数値情報土地利用メッシュデータ

中野 雨量観測所

浅
川

浅
川

山
田
川

久
慈
川

久
慈
川

山
田
川

大方 水位観測所
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・年平均降水量は約1,300mmであり全国平均約1,700mm（約0.8倍）より少ない。
・山形地点上流の阿武隈山地は多雨傾向にある。
・中・上流部の降水量は夏季（7～9月）に多い。

・山地から低地へと流れ、久慈川へと合流する。

地形特性

降雨特性

流量配分と代表断面

１２．（１）浅川流域の概要
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 浅川は久慈川17.5kに合流する。

 浅川流域における年平均降水量は全国平均に較べて少ない。
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１３．今次出水の概要（令和元年台風第19号）
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気象・降雨の概要

レーダ雨量図

 本州の半分以上を強風域が覆うほど大型な台風第19号が関東地方を直撃し、広範囲で強い雨が降り続いた影響で、記
録的な大雨となった。

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。

10月12日 18：00

: 2日雨量 （既往最多）
: 2日雨量 （今回洪水）

久
慈
川

山
田
川

里
川

項目 観測所名 河川名 統計期間
雨量 棚倉 久慈川 昭和29年から
雨量 八溝山 八溝川 昭和46年から
雨量 下関河内 小田川 昭和42年から
雨量 大子 久慈川 昭和25年から
雨量 小中 里川 昭和56年から
雨量 天下野 山田川 昭和29年から
雨量 太田 里川 昭和28年から
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H23.09.20 R01.10

（mm） 棚倉（たなくら）
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S61.08.03 R01.10.11

（mm） 八溝山（やみぞさん）
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H23.09.20 R01.10.11

（mm） 大子（だいご）

244 

141 
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S36.06.27 R01.10.11

（mm） 太田（おおた）

233 
284 
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H14.07.09 R01.10.11

（mm）下関河内（しもせきごうど）

219 
259 

0
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H11.07.13 R01.10.11

（mm） 小中（こなか）

10月12日 13：00

10月12日 19：00

10月12日 16：00

10月12日 22：00

凡例

80mm/h～

～50mm/h

～30mm/h

～20mm/h

～10mm/h

～5mm/h

～1mm/h

0mm/h

等雨量線図（11～12日累加雨量）

久慈川流域

(mm)

那
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慈
川

阿
武
隈
川
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H01.08.26 R01.10.11

（mm） 天下野（けがの）

１３．（１）今次出水の降雨の概要

浅
川
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関東地方整備局１３．（２）今次出水の水位の状況

108

中野 雨量観測所

大方 水位観測所

中野雨量観測所

大方水位観測所

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。

観測所位置図
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凡例

１３．（３）今次出水の被災の状況

久L27.0k

久L25.5k

久R25.5k

久L22.5k

里L5.5k浅R0.6k

浅R1.5k

久L34.0k

浅：浅川
久：久慈川
里：里川

被災箇所については令和元年台風
第19号による被害状況等について
（第44報）をもとに作成

：越水、溢水箇所
：決壊箇所
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１３．（４）被災箇所の治水地形
決壊箇所の治水地形分類は、浅川右岸0.6kは氾濫原、浅川1.5kは段丘面に分類される。

久L27.0k

久L25.5k

久R25.5k

久L22.5k

里R5.5k

浅R0.6k

浅R1.5k

久L34.0k 浅：浅川
久：久慈川
里：里川

：越水、溢水箇所
：決壊箇所

凡例

被災箇所については令和元年台風
第19号による被害状況等について
（第44報）をもとに作成
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１４．浅川右岸0.6k（県管理）
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１４．（１）決壊箇所の状況（航空写真）

 決壊箇所は約60mにわたって決壊している。
 決壊直後、堤内地に湛⽔した⽔が、決壊箇所で川裏側から川表側に流れている（決壊直後写真）

決壊前（2012）

出典：国土地理院撮影の航空写真（2012年撮影）

決壊後（2019/10/17）

出典：国土地理院撮影の航空写真
（令和元年台風19号 久慈川地区 R1/10/17撮影）

出典：茨城県（R1/10/13撮影）

出典：茨城県（R1/10/13撮影）出典：茨城県（R1/10/13撮影）
決壊後の状況

 堤内地（川裏側）に湛水した
水が、決壊箇所で川裏側か
ら川表側に流れている

流れの方向※

（浅川右岸0.6k）

※水面の波より推定

約60m
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決壊箇所

2004年～

決壊箇所

1975年

決壊箇所

1947年

決壊箇所

2019年

決壊箇所

1979年

決壊箇所

1905年

113

１４．（１）決壊箇所の状況（河道の変遷）
（浅川右岸0.6k）

出典：国土地理院の電子地形図1/25000を掲載出典：国土地理院の旧版地形図1/50000掲載（大宮・水戸） 出典：国土地理院の旧版地形図1/50000掲載（常陸大宮・水戸）

出典：国土地理院撮影の航空写真（1975年撮影） 出典：国土地理院撮影の航空写真（2004年～撮影）出典：米軍の航空写真（1947年撮影）

 右岸0.6k付近は、1947年から堤防が整備されている。
 右岸0.6k付近の河道は、1905年から位置や川幅に⼤きな変化は⾒られない。

右岸0.6k

右岸0.6k

右岸0.6k

右岸0.6k

右岸0.6k

右岸0.6k
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 決壊区間の川表側から川裏側に横断方向の落堀が形成されている。
 落堀の深さは、天端直下で最大約5.5m。

（浅川右岸0.6k）

114

１４．（１）決壊箇所の状況（落堀の状況）

R1/10/16撮影

川表 川裏

最大約5.5m

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。



国土交通省
関東地方整備局

115115

出典：防災科学研究所クライシスレスポンスサイト

氾濫流の推定
出典：国土地理院の電子地形図1/25000を掲載

氾濫流の様子（10/13撮影、衛星画像） 氾濫原の地形（標高）

出典：国土地理院地図撮影の航空写真（2004年以降撮影）

（浅川右岸0.6k）

氾濫流の流
下

●20.0k

●19.5k

●18.0k

●19.0k

1.0k ●

0.5k ●

決壊箇所

●18.5k

●20.0k

●19.5k

●18.0k

●19.0k

1.0k ●

0.5k ●

決壊箇所

●18.5k

●20.0k

●19.5k

●18.0k

●19.0k

1.0k ●

0.5k ●

決壊箇所

●18.5k

氾濫流
の流下

氾濫流
の集中

 堤内地上流側から氾濫流が流下。
 堤内地を流下した氾濫流が地形的に決壊箇所付近に集中し、せき上げされて堤内地側の⽔位が上昇し、川裏側か

ら川表側への越⽔が発⽣したと考えられる。

１４．（２）越水に対する被災メカニズム（氾濫流の状況）
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１４．（２）越水に対する被災メカニズム（被災後の堤防状況）

 堤防天端に越⽔による漂流物が残存している（①）。
 決壊箇所上流側で、川裏側から川表側への越⽔によると推定される川表部の侵⾷が⾒られる（②③）

①天端に越水による漂流物が残存する。

④左岸側の痕跡水位は天端以下。R1/10/15撮影

決壊箇所
①

②

①

②

②

②③川表部が侵食されている。

③

R1/10/22撮影

R1/10/22撮影

③

（浅川右岸0.6k）

R1/10/17撮影

R1/10/22撮影

② ③

④

痕跡

浅川

浅川
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浅川

UAV写真（斜め写真R1/10/16撮影）

①堤防川裏法尻状況
（決壊区間上流より）
（R1/10/16撮影）

①

②

③

②堤防川裏法尻状況
（決壊区間下流より）
（R1/10/17撮影）

③堤防川裏法尻状況
（決壊区間下流より）
（R1/10/28撮影）

 決壊区間の上下流の川裏法尻付近は、噴砂や漏⽔痕は確認できない（①〜③・UAV写真）

（浅川右岸0.6k）

１４．（３）浸透に対する被災メカニズム（噴砂の有無）
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堤体は上流部で粘性⼟〜砂質⼟、下流部は粘性⼟で構成されている。
（浅川右岸0.6k）

１４．（３）浸透に対する被災メカニズム（堤体の土質）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Bc

Ac

As

粒度組成

浅川右岸0.6k付近(下流端部)

礫質土

砂質土

粘性土

決壊区間端部－粒度試験結果
上流端部 下流端部

川表側川裏側
決壊区間上流端部－観察結果

決壊区間下流端部－観察結果
川裏側川表側

R1/10/18撮影

※仮復旧後、簡易ボーリングにて土質確認実施

簡易Bor※位置
Dep=5.00m 柱状図

柱状図
簡易Bor※位置
Dep=5.00m

約2.6m

約3.4m

□：試料採取位置

□：試料採取位置
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浅川右岸0.6k付近(上流端部)
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浅川右岸0.6k付近(上流端部)
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浅川右岸0.6k付近(下流端部)

Bc

Ac

As

R1/10/18撮影

※仮復旧後、簡易ボーリングにて土質確認実施

堤体

基礎地盤

堤体

基礎地盤

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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（浅川右岸0.6k）

１４．（３）浸透に対する被災メカニズム（堤体の土質）

推定地質縦断図
（サウンディング結果）

【下流側】【上流側】

川表側

川裏側

基礎地盤は粘性⼟・砂質⼟で構成される。

【下流側】【上流側】
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 決壊区間の上下流とも天端から川表側への⽔の流れによる川表法肩の侵⾷痕が確認されている（①③）

浅川

UAV写真（斜め写真R1/10/16撮影）

①堤防川表法面状況
（UAV写真）
（R1/10/16撮影）

①

②

③

②堤防川表法面状況
（決壊区間対岸より）
（R1/10/17撮影）

③堤防川表法面状況
（決壊区間対岸より）
（R1/10/17撮影）

（浅川右岸0.6k）

１４．（４）侵食に対する被災メカニズム（侵食の有無）

浅川

浅川

浅川
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１５．浅川右岸1.5k（県管理）



国土交通省
関東地方整備局

122

１５．（１）決壊箇所の状況（航空写真）

出典：国土地理院撮影の航空写真
（令和元年台風19号 久慈川地区 R1/10/17撮影）

決壊後状況

出典：茨城県撮影（R1/10/13撮影）

出典：国土地理院撮影の航空写真（2012年撮影）

決壊後（2019/10/17）決壊前（2012）

 堤内地（川裏側）に湛
水した水が、決壊箇所
で川裏側から川表側
に流れている

流れの方向※

 決壊箇所は約40mにわたって決壊している。
 決壊直後、堤内地に湛⽔した⽔が、決壊箇所で川裏側から川表側に流れている（決壊直後写真）

約40m

（浅川右岸1.5k）

※水面の波から推定

流れの方向※

左写真の拡大
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決壊箇所

1905年

決壊箇所

1979年

決壊箇所

2019年

決壊箇所

1947年

決壊箇所

1975年

決壊箇所

2004年～

１５．（１）決壊箇所の状況（河道の変遷）

123

右岸1.5k

出典：国土地理院の電子地形図1/25000を掲載出典：国土地理院の旧版地形図1/50000掲載（大宮・水戸） 出典：国土地理院の旧版地形図1/50000掲載（常陸大宮・水戸）

出典：国土地理院撮影の航空写真（1975年撮影） 出典：国土地理院撮影の航空写真（2004年～撮影）出典：米軍の航空写真（1947年撮影）

 右岸1.5k付近は、1979年では堤防が整備されている。
 右岸1.5k付近の河道は、1905年から位置や川幅に⼤きな変化は⾒られない。

右岸1.5k

右岸1.5k

右岸1.5k

右岸1.5k

右岸1.5k

（浅川右岸1.5k）
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 決壊区間の川表側〜川裏側で落堀が形成されている。
 落堀の深さは、川表側で最⼤約1.0m、川裏側で最⼤約2.0m

（浅川右岸1.5k）
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R1/10/16撮影

川表 川裏

最大約1.0m
最大約2.0m

１５．（１）決壊箇所の状況（落堀の状況）

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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決壊箇所

●20.0k

●19.5k

●18.0k

●19.0k

1.0k ●

0.5k ●

●18.5k

125125

出典：防災科学研究所クライシスレスポンスサイト

氾濫流の推定
出典：国土地理院の電子地形図1/25000を掲載

氾濫流の様子（10/13撮影、衛星画像） 氾濫原の地形（標高）

出典：国土地理院地図撮影の航空写真（2004年以降撮影）

（浅川右岸1.5k）

氾濫流の流
下

決壊箇所

●20.0k

●19.5k

●18.0k

●19.0k

1.0k ●

0.5k ●

●18.5k

決壊箇所

●20.0k

●19.5k

●18.0k

●19.0k

1.0k ●

0.5k ●

●18.5k

氾濫流
の流下

氾濫流
の集中

 堤内地上流側から氾濫流が流下。
 堤内地を流下した氾濫流が地形的に決壊箇所付近に集中し、せき上げされて堤内地側の⽔位が上昇し、川裏側か

ら川表側への越⽔が発⽣したと考えられる。

１５．（２）越水に対する被災メカニズム（氾濫流の状況）
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１５．（２）越水に対する被災メカニズム（被災後の堤防状況）

 堤防天端に越⽔による漂流物が残存している（①）
 決壊箇所〜決壊箇所上流側で、川裏側から川表側への越⽔によると推定される川表部の侵⾷および法⾯の流出が

⾒られる（①②）

①川表部が侵食、流出している。
天端には越水による漂流物が
残存している。

②川表部が侵食されている。

R1/10/15撮影

決壊箇所 ①

①

②

R1/10/22撮影

R1/10/17撮影

②

漂流物

（浅川右岸1.5k）

③左岸側の痕跡水位は天端以下。

R1/10/22撮影

痕跡

③
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浅川

航空写真（R1/10/17撮影）

①堤防川裏法尻状況
（決壊区間上流より）
（R1/10/28撮影）

①

②

③

②堤防川裏法尻状況
（決壊区間上流より）
（R1/10/28撮影）

③堤防川裏法尻状況
（決壊区間下流より）
（R1/10/28撮影）

出典：国土地理院撮影の航空写真
（令和元年台風19号 久慈川地区 R1/10/17撮影）

 決壊区間の上下流の川裏法尻付近は、噴砂や漏⽔痕は確認できない（①〜③）

（浅川右岸1.5k）

１５．（３）浸透に対する被災メカニズム（噴砂の有無）
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堤体は粘性⼟で構成される。
基礎地盤は簡易ボーリング調査より粘性⼟と想定される。

（浅川右岸1.5k）

１５．（３）浸透に対する被災メカニズム（堤体の土質）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Bc

Ac

粒度組成

浅川右岸1.5k付近(下流端部)

礫質土

砂質土

粘性土

決壊区間端部－粒度試験結果
上流端部 下流端部

川表側川裏側

決壊区間上流端部－観察結果

決壊区間下流端部－観察結果 川裏側川表側

R1/10/18撮影

簡易Bor※位置
Dep=5.00m

柱状図

柱状図
簡易Bor※位置
Dep=5.00m

約1.7m

約2.4m

□：試料採取位置

□：試料採取位置
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浅川右岸1.5k付近(上流端部)
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浅川右岸1.5k付近(上流端部)
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浅川右岸1.5k付近(下流端部)
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※仮復旧後、簡易ボーリングにて土質確認実施

R1/10/18撮影

堤体

基礎地盤

堤体

基礎地盤

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。
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（浅川右岸1.5k）

１５．（３）浸透に対する被災メカニズム（基礎地盤の土質）

推定地質縦断図
（サウンディング結果）

【下流側】【上流側】

川表側

川裏側

基礎地盤は粘性⼟で構成される。

【下流側】【上流側】
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 決壊区間の下流は川表法⾯の侵⾷の痕跡は確認できない（③）
 決壊区間の上流は天端から川表側への⽔の流れによる川表法肩の侵⾷痕が確認されている（①）
 ⾼⽔敷上の植⽣は倒伏しているが流失せず、その上に⼟砂が堆積している（UAV写真・②）

浅川
UAV写真（斜め写真R1/10/16撮影）

①堤防川表法面状況
（決壊区間上流より）
（R1/10/28撮影）

①

②

③

②堤防高水敷状況
（決壊区間対岸より）
（R1/10/17撮影）

③堤防川表法面状況
（決壊区間下流より）
（R1/10/17撮影）

（浅川右岸1.5k）

１５．（４）侵食に対する被災メカニズム（侵食の有無）

←植生の倒伏

←土砂の堆積

←土砂の堆積
←土砂の堆積



国土交通省
関東地方整備局

131

浅川まとめ

浅川右岸0.6k（県管理） 浅川右岸1.5k（県管理）
越水 － －

影響程度 － －

浸透
 上下流の近傍も含めて噴砂や漏水が確認されて

いない。
 堤体は粘性土、基礎地盤も粘性土が分布する。

 上下流の近傍も含めて噴砂や漏水が確認されて
いない。

 堤体は粘性土、基礎地盤も粘性土が分布する。

影響程度 × ×

侵食
 決壊箇所の上下流とも川表法面の侵食の痕跡

は確認できない。
 決壊箇所の上下流とも川表法面の侵食の痕跡

は確認できない。

影響程度 × ×

堤内地から
の越流

 写真により川側に越水している状況が確認され
た。

 上下流の堤防残存部の表法肩の侵食が確認さ
れた。

 写真により川側に越水している状況が確認され
た。

 上下流の堤防残存部の表法肩の侵食が確認さ
れた。

影響程度 ○ ○


